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町
長

コ
ラ
ム

第40回ふながた若鮎まつり

港区との交流の絆、50周年

令和６年度舟形ほほえみ保育園園児募集

新しい県立新庄病院を紹介します（最上８市町村｢共同広報企画｣）

つながり、支え合うまち
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地域おこし協力隊コラム「舟形見聞録」

新刊書の紹介、舟形文芸ひろば

二十四節気  舟形の暮らし、舟形まんぷく物語、カメラアングル

令和５年秋以降の新型コロナワクチン接種のお知らせ
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　モ
ロ
ッ
コ
地
震
と
リ
ビ
ア
洪
水

で
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
に
お
悔

や
み
と
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　８
月
２７
日
に
、
舟
形
中
学
校
の

生
徒
と
町
新
採
職
員
な
ど
に
よ
る
、

「
鮎
釣
り
体
験
教
室
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
都
会
で
は
で

き
な
い
「
舟
形
暮
ら
し
」
の
楽
し

み
を
知
っ
て
も
ら
い
、
子
ど
も
た

ち
の
定
住
を
増
や
せ
れ
ば
と
企
画

し
た
も
の
で
す
。
な
か
に
は
３
匹

も
釣
っ
た
子
ど
も
も
い
て
、
一
様

に
楽
し
か
っ
た
と
喜
ん
で
く
れ
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
指
導
し
て

い
た
だ
い
た
、
舟
形
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ク
ラ
ブ
、
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
ち
ゃ

っ
か
屋
、
小
国
川
漁
業
協
同
組
合

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　ま
た
、
９
月
９
・
１０
日
に
第
４０

回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
を
開
催

し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
蔓
延
で
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
て

２
日
間
で
２
２
，０
０
０
人
の
来
場

者
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ

前
よ
り
２
，０
０
０
人
も
多
く
、
み

な
さ
ん
が
若
鮎
ま
つ
り
を
楽
し
み

に
し
て
い
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
の
工
藤
あ
や
の

さ
ん
や
神
野
美
伽
さ
ん
は
、
本
当

に
暑
い
中
、
着
物
姿
で
汗
び
っ
し

ょ
り
に
な
り
な
が
ら
、
歌
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、
来
場
者
は
た
い

へ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　来
年
も
コ
ロ
ナ
な
ど
の
感
染
症

や
災
害
等
が
起
こ
ら
ず
、
天
候
に

恵
ま
れ
た
若
鮎
ま
つ
り
が
開
催
で

き
ま
す
よ
う
に
心
か
ら
願
い
ま
す
。

４
年
ぶ
り
の
若
鮎
ま
つ
り

　９月９・10日、アユパークで
４年ぶりの通常開催となる第40
回ふながた若鮎まつりが行われま
した。

表紙の紹介

森

　富
広
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　９
月
９
・
１０
日
、
ア
ユ
パ
ー
ク
を
会
場
に

第
４０
回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
が
４
年
ぶ
り

に
通
常
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
９
日
は
約
８
，

０
０
０
人
、
１０
日
に
は
約
１
４
，
０
０
０
人

の
来
場
が
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　ス
テ
ー
ジ
エ
リ
ア
で
は
舟
形
小
学
校
の
若

鮎
太
鼓
や
ほ
ほ
え
み
保
育
園
の
ほ
ほ
え
み
子

宝
太
鼓
、
各
種
団
体
の
発
表
の
ほ
か
、
９
日

に
は
ゲ
ス
ト
の
工
藤
あ
や
の
さ
ん
、
１０
日
に

は
神
野
美
伽
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
な
ど

も
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　子
ど
も
エ
リ
ア
で
は
も
が
み
南
部
商
工
会

青
年
部
に
よ
る
子
ど
も
鮎
つ
か
み
ど
り
体
験

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
歓
声

を
上
げ
て
鮎
を
追
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
飲
食
出
店
ブ
ー
ス
に
は
町
内
か
ら

は
も
と
よ
り
、
友
好
都
市
物
産
交
流
と
し
て

宮
城
県
石
巻
市
、
静
岡
県
川
根
町
か
ら
の
出

店
が
あ
り
ま
し
た
。
約
２
０
，０
０
０
尾
の
鮎

の
塩
焼
き
を
は
じ
め
、
鮎
ご
飯
や
芋
煮
、
汁

な
し
油
そ
ば
や
バ
ケ
ッ
ト
サ
ン
ド
な
ど
、
お

い
し
い
も
の
が
勢
ぞ
ろ
い
し
、
来
場
者
を
も

て
な
し
ま
し
た
。

　町
が
誇
る
様
々
な
魅
力
が
集
結
し
た
ふ
な

が
た
若
鮎
ま
つ
り
。
残
暑
が
厳
し
い
な
か
で

も
、
来
場
者
の
み
な
さ
ん
は
存
分
に
堪
能
さ

れ
た
様
子
で
、
笑
顔
の
あ
ふ
れ
る
ま
つ
り
と

な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
交
流
促
進
係

　☎（
３２
）
０
８
４
４

たくさんのみなさんの協力のもと
　 第40回ふながた若鮎まつり開催

ま
ん
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▼申込み期間・方法／舟形町健康福祉課へ直接提出（郵送不可）

▼申請方法／申請書類の配布は、舟形町健康福祉課窓口で令和５年１０月２日（月）

　より開始します。町ホームページでもダウンロードできます。

　※ぴったりサービスからも申請できます。

▼対象／令和６年４月１日に舟形町に住所を有し、保護者等が仕事や病気のため、

　家庭で保育できないと認められる生後６ヵ月経過した子どもから就学前までの

　子どもで保育を必要とする方。

▼認定申請／保育所等利用申込書とあわせて保育の必要性にかかる「支給認定申

　請書」を提出し、支給認定（２・３号認定）を受ける必要があります。支給認

　定を受けるには、保育を必要とする事由に該当していることが必要です。

　※未満児（０、１、２歳児）については利用定員に限りがあり、定員を超えた

　場合は、選考審査となります。ご了承ください。

▼申込みに必要な書類／

　①保育所等利用申込書　②支給認定申請書

　③保育の必要性を証明する書類（保護者および同居する家族全員分）

町では、子育て支援を町の重点課題の一つとして、子育て中の家族を支援する事業を展開しています。

▼対象者・助成額／
　・０～２歳児
　　①保育料階層が３、４－１、４－２の方の保育料を全額助成
　　②保育料階層が５の方の保育料を、第１子から半額助成、兄弟姉妹がいる場合は１８歳以下の兄弟
　　　姉妹から数えて第２子以降は全額助成
　　③保育料階層が６、７の方の保育料を１８歳以下の兄弟姉妹から数えて２子目半額助成、３子目以
　　　降全額助成
　　④近隣市町村の幼稚園や保育園に入園しており、市町村税所得割の額が９７,０００円未満の世帯の
　　　場合、全額助成（該当する可能性のある方は、問い合わせください）
　・３～５歳児の給食費無料
▼保育料／通常保育料（月額）は次のとおりです。

▼支給の流れ／いったん全額を納めてもらい、翌月助成金を支給します。
　①当月分の保育料を納付（毎月２５日振替）※２５日が土・日・祝日の場合、翌日。
　②納付確認（毎月１０日ごろまで確認）
　③翌月の末日に支給　※末日が土・日・祝日の場合、前日に支給。

10月16日（月）～11月17日（金）

▼申込み・問い合わせ／舟形町健康福祉課福祉係　☎（３２）０６５５

舟形ほほえみ保育園 園児募集
令和６年４月より、舟形ほほえみ保育園に新たに入所を希望される方は申込みください。

なお、現在入所されている児童で、引き続き保育園を利用される方は申込みの必要はありません。

＜舟形町のびのび子育てサポート給付金事業＞

港
区
と
の
交
流
の
絆
、
５０
周
年

〜 

港
区
と
舟
形
町
と
の
災
害
時
相
互
協
力
協
定 

〜

港
区
と
舟
形
町
の
交
流
の
歴
史

　
主
な
交
流
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
動
画
、

「
東
京
都
港
区
・
山
形
県
舟
形
町
〜
交
流
の
歴
史
と
未
来
へ
の
架
け
橋
〜
」

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

昭
和
48
年
　
舟
形
町
に
港
区
立
飯
倉
小
学
校
の
５
・
６
年
生
32
名
が
来
町

昭
和
49
年
　
飯
倉
小
学
校
と
町
内
小
学
校
と
の
児
童
交
流
が
始
ま
る
。

昭
和
61
年
　
東
麻
布
商
店
会
主
催
の
か
か
し
ま
つ
り
に
参
加

平
成
15
年
　
飯
倉
小
学
校
の
閉
校
（
平
成
16
年
３
月
31
日
）
に
伴
い
、
児

　
　
　
　
　
童
交
流
が
終
了
。

平
成
17
年
　
東
麻
布
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
主
催
で
旧
飯
倉
小
学
校
区
域

　
　
　
　
　
と
「
山
形
自
然
体
験
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
」
が
始
ま
る
。

平
成
19
年
　
東
麻
布
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
舟
形
町
に
よ
る
「
震
災
避
難

　
　
　
　
　
協
定
」
の
締
結

　
　
　
　
　
（
都
市
直
下
型
地
震
な
ど
の
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
締
結
）

平
成
20
年
　
港
区
・
舟
形
町
・
東
麻
布
商
店
会
・
舟
形
町
商
工
会
（
現
も

　
　
　
　
　
が
み
南
部
商
工
会
）
に
よ
る
「
商
店
街
友
好
都
市
と
の
交
流

　
　
　
　
　
に
関
す
る
基
本
協
定
書
」
を
締
結

平
成
21
年
　「
商
店
街
と
地
方
都
市
と
の
交
流
物
産
展
」
へ
参
加

　
　
　
　
　※

現
在
の
「
全
国
交
流
物
産
展
in
新
橋
」

平
成
27
年
　「
麻
布
地
区
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
in
舟
形
」
が
開
始

　
　
　
　
　
（
港
区
麻
布
地
区
総
合
支
所
主
催
）

令
和
４
年
　
港
区
麻
布
地
区
総
合
支
所
よ
り
舟
形
町
に
感
謝
状
の
贈
呈

　
　
　区
と
舟
形
町
は
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

　
　
　お
い
て
協
力
し
な
が
ら
、
応
急
対
策
お
よ

　
　
　び
復
旧
対
策
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
遂
行
す

る
た
め
、
８
月
１７
日
、
港
区
役
所
に
お
い
て
、
災

害
時
相
互
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。「
食
料
、

飲
料
水
、
お
よ
び
生
活
必
需
品
の
提
供
」、「
職
員

等
人
材
の
派
遣
」、「
避
難
者
の
受
入
れ
」
な
ど
、

７
項
目
に
つ
い
て
相
互
協
力
す
る
も
の
で
す
。

港

　
　
　形
町
と
港
区
の
交
流
は
今
年
で
５０
年
を

　
　
　迎
え
ま
す
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
本
町

　
　
　出
身
の
故
佐
藤
克
己
氏
（
最
上
電
気
㈱

初
代
会
長

　港
区
東
麻
布
）
が
、
ふ
る
さ
と
を

持
た
な
い
東
京
の
子
ど
も
た
ち
に
舟
形
町
の
良

さ
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
の
思
い
か
ら
始
ま

っ
た
旧
飯
倉
小
学
校
と
の
児
童
交
流
で
し
た
。

時
は
流
れ
、
飯
倉
小
学
校
は
閉
校
し
ま
し
た
が
、

そ
の
思
い
は
舟
形
町
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
東

麻
布
商
店
会
、
東
麻
布
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、

麻
布
地
区
総
合
支
所
は
じ
め
多
く
の
方
に
引
継

が
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　布
地
区
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
を
毎
年
夏
に

　
　
　受
け
入
れ
て
い
る
ほ
か
、
秋
に
は
東
麻

　
　
　布
か
か
し
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
へ

参
加
し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
平
成
１９
年
に
は
都
市
直
下
型
地
震
な

ど
の
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
東
麻
布
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
と
舟
形
町
に
よ
る
「
震
災
避
難
協

定
」
が
締
結
さ
れ
て
い
ま
す
。

舟麻
協定を締結した森富広町長と武井雅昭区長

最上小国川で川遊びをする
サマースクールの参加者

【詳細はこちら】

【ぴったりサー
　ビスについて】

令和６年度

生活保護世帯等
町民税非課税世帯

町民税の均等割額課税世帯

１円以上77,100円以下

77,101円以上97,000円以下
97,001円以上169,000円以下
169,001円以上301,000円以下
301,001円以上

１
２

３

4-1

4-2
５
６
７

保育標準時間
3歳未満児の場合

保護者等の市町村民税額等区 分
保育短時間

0円
0円

16,000円
（5,800円）
25,600円
（5,800円）
25,600円
34,000円
48,000円
52,000円

保育標準時間
3歳以上児の場合

保育短時間
0円
0円

0円

0円

0円
0円
0円
0円

0円
0円

15,700円
（5,800円）
25,100円
（5,800円）
25,100円
33,400円
47,100円
51,100円

0円
0円

0円

0円

0円
0円
0円
0円
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　「
仁
」「
愛
」「
和
」
の
心
を
も
っ
て
、

地
域
住
民
に
信
頼
と
安
心
を
与
え
る
医

療
を
提
供
し
、
最
上
二
次
保
健
医
療
圏

唯
一
の
中
核
病
院
と
し
て
の
使
命
を
果

た
し
ま
す
。

新
病
院
の
理
念

新
し
い
県
立
新
庄
病
院

紹
介
し
ま
すを

10
月
４
日
㈬
、
外
来
診
療
開
始

最
上
８
市
町
村「
共
同
広
報
企
画
」

　平
面
駐
車
場
約
８
５
０
台
（
う
ち
身

体
障
が
い
者
等
用
の
屋
根
付
駐
車
場
は

２０
台
）、
駐
輪
場
な
ど
を
整
備
し
、
多
く

の
来
院
に
備
え
て
い
ま
す
。

設
備
概
要

　地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
１０
床
を
含

む
３
２
５
床
を
設
置
し
、
地
域
医
療
を

支
え
ま
す
。

病
床
数

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

診
療
科

デマンド型乗合タクシーを利用できます

新
病
院
の
重
点
機
能

新しい県立新庄病院 ▼問い合わせ／県立新庄病院  ☎（２２）５５２５

  

①
救
急
医
療

　最
上
地
域
で
初
め
て
、
ヘ
リ
ポ
ー
ト

を
備
え
た
「
地
域
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
」

（
１０
床
）
を
設
置
し
、
高
度
な
救
急
医
療

を
提
供
し
ま
す
。

  

②
生
活
習
慣
病
へ
の
対
応

　専
門
の
医
師
を
配
置
し
、
が
ん
や
糖

尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
へ
の
対
応
を

強
化
し
ま
す
。

  

③
小
児
・
周
産
期
医
療

　最
上
地
域
唯
一
の
分
娩
取
扱
い
機
関

と
し
て
、
小
児
・
周
産
期
医
療
を
提
供

し
ま
す
。

  

④
総
合
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　入
院
手
続
き
、
退
院
後
の
療
養
環
境
、

介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
な
ど
、

一
連
の
相
談
に
対
応
す
る
ほ
か
、
医
療

や
健
康
に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

  

⑤
災
害
医
療
・
感
染
症
対
応

　大
規
模
災
害
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
な
ど
の
感
染
症
へ
の
対
応
を
強
化
し

ま
す
。

﹇
現
病
院
﹈

内
　
科

呼
吸
器
内
科

脳
神
経
内
科

乳
腺
外
科

脳
神
経
外
科

産
婦
人
科

放
射
線
科

消
化
器
内
科

血
液
内
科

小
児
科

整
形
外
科

皮
膚
科

眼
科

麻
酔
科

循
環
器
内
科

腫
瘍
内
科

外
科

形
成
外
科

泌
尿
器
科

耳
鼻
咽
喉
科

救
急
科

﹇
新
設
予
定
﹈

腎
臓
内
科

緩
和
ケ
ア
内
科

歯
科

糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科

精
神
科
・
心
療
内
科

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

10
月
２
日
㈪

　
〜
３
日
㈫
外
来
診
療
休
診

９
月
29
日
㈮
現
病
院
・
外
来
最
終
日

期
　日

内
　
　容

10
月
１
日
㈰
開
院

10
月
４
日
㈬
外
来
診
療
開
始

新庄･最上地域の医療の中核を担い、人々の生活を支える県立新庄病院。
新病院は10月1日㈰に開院し、10月4日㈬から外来診療を開始します。
開院前の新しい県立新庄病院について紹介します。院内の様子を先行公開

ご　挨　拶

　山形県立新庄病院は、最上地域における基幹病院として、地域のみなさまに「安心・安
全・信頼」の医療を提供してまいりました。この度、最上地域の市町村ならびに関係団体
のご尽力、そして何より地域のみなさまのご支援により、移転改築の運びとなりました。
あらためて御礼申し上げます。新病院においては、地域救命救急センターを整備するとと
もに、新庄市夜間休日診療所の機能を移転するなど、救急医療の一層の充実を図っており
ます。また、総合患者サポートセンターを設置し、最上地域市町村や保健所と連携して入
院から退院、在宅までの暮らしへのサポートも強化します。これからも、みなさまが愛す
るこの地域で安心して暮らしていけるように、良質な医療の提供に努めてまいりますので、
引き続きご支援くださいますようお願いいたします。

▲❻外来ストリートの様子。外来診療は
　全て１階になり、受付は診療科毎にA
　からEまでわかれています。

▲❸総合患者サポートセンターの様子。
　入院手続きや各種相談の他、面会受付
　なども行います。

▲❷総合受付の様子。正面から入るとす
　ぐに総合受付があります。再来受付機
　は左側です。

▲❶正面出入口の様子。正面出入口のご利用は
　平日午前7時30分から午後5時まで。その他
　の時間は❺の夜間休日出入口を利用ください。

▲❹患者図書室とカフェの様子。一般の
　方も利用できます。

山形県立新庄病院
院長  八戸  茂美 さん

1

2

3

4

5

6

新病院１階フロア図

　今号では、県立新庄病院の協力のもと、最上８市町村の広報担当が共同で取材を行い、新・県立新庄病院
の記事を作成し、公開しました。

　デマンド型乗合タクシーの新・県立新庄

病院便は、１０月２日から運行を開始します。

▼運　賃／片道５００円（１人）

▼予　約／乗車日の１週間前～前日の午後５時

▼予約先／㈲星川タクシー  ☎（３２）２０１０

▼問い合わせ／舟形町まちづくり課地域支援係

　　　　　　☎（３２）０１０４

7：45発着
12：45発着

舟形駅

11：50発着
13：30発着
15：45発着

土･日･祝日､
12/29～1/3
は運休

太
折
・
大
平
地
区

松
橋
・
長
沢
方
面

新
・
県
立
新
庄
病
院

町外便（松橋･上長沢方面⇔県立新庄病院）時刻表
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つ
な
が
り
、支
え
合
う
ま
ち

町内会ワークショップに参加しましょう。 　以
前
よ
り
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
、
町
内
会
と
行
政
が
連
携
し

地
域
づ
く
り
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど

の
影
響
に
よ
り
、
近
年
地
域
の
課
題

や
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
複
雑
化
し
て

き
て
い
て
、
従
前
の
と
お
り
で
は
課

題
へ
の
対
応
が
難
し
い
場
合
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
一
人
ひ
と

り
の
困
り
ご
と
か
ら
地
域
の
課
題
と
、

解
決
に
向
け
た
取
組
み
を
「
町
内
会

び
じ
ょ
ん
」
と
し
て
ま
と
め
、
住
民

の
み
な
さ
ん
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ

て
地
域
づ
く
り
を
す
す
め
て
き
ま
し

た
。　今

年
度
は
、
平
成
３０
年
度
に
各
町

内
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
成
し

た
５
ヵ
年
の
計
画
で
あ
る
「
町
内
会

び
じ
ょ
ん
」
の
最
終
年
度
で
す
。

　こ
の
数
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
人
が
集

ま
れ
な
い
と
い
う
状
況
が
続
き
、
地

域
活
動
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
伴
い
、
地
域
の
課
題
も
変
化

し
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
あ
ら

た
め
て
５
年
間
の
振
り
返
り
と
次
期

の
び
じ
ょ
ん
の
検
討
の
た
め
、
各
町

内
会
に
お
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
し
ま
す
。

　ぜ
ひ
参
加
し
て
、
自
分
が
住
む
地

域
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

住
民
主
体
の

地
域
づ
く
り
事
業
と
は

〜
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
話
し
合
い
〜

町内会びじょんとは？
町内会びじょんをもとにした地域づくりを紹介します

舟形第３町内会びじょん｢支え合いで安心の毎日」

舟形第３町内会びじょんの３つの柱
① 日頃のお付き合いを大事にする
② 安全・安心で気持ちいい毎日となるよう、
　 防災・環境保全活動を充実する
③ みんなで仕事を分担し、みんなが支え合う
　 町内会をつくる

５年前（平成30年）のワークショップの様子

９月14日の町内会長研修会の様子

舟形第３町内会長
星川基さんに聞きました

① 隣組交流会の様子

　町内会びじょんは、アンケートやワークショップなどをとおして、地域のみな
さんが話し合ったことをまとめたものです。
　話したことを可視化し各地区の公民館など、みなさんが見ることができる場所
に掲示することで、いつでも確認することができるようにしています。

　ワークショップは、参加者全員が同じ立場で一緒に考え、自由に意見を出し合うことができる話し合
いの場であり、誰でも参加することができます。また、町職員も参加し進行などのサポートを行います。
　日ごろから生活の中で課題だと思っていることや気付いたこと、これからの地域に必要なことなどを、
年齢や性別、役職など関係なく話すことができる機会です。

　舟形第３町内会では、住民全体の様々な世代が集まり話し合った課題をもとにびじょんを作成し、
さらに達成の評価を行えるよう、独自に「びじょんの３つの柱」を作り、取組んできました。

① 隣組でお茶会などの集まりを開いてもらい、町内会か
　 ら参加者一人500円を補助しています。
② 浸水想定区域の避難訓練、高齢者マイタイムラインづ
　 くり、想定浸水深標識を設置（令和４年度）しました。
③ 町内一斉美化活動、草刈り隊、除雪サービスなどを実
　 施しました。一人でも多くの人が集まり協力し合い、
　 環境美化や困りごとの解決を目指しています。

　９月１４日、町内会長研修が中央公民館で行われ、

各町内会から６３名が参加しました。町内会ワーク

ショップの開催に向け、より多くの住民の方が参加

するための工夫などについて意見交換を行いました。

　参加者からは「ワークショップは思ったよりも話

しやすい雰囲気で、意見が出しやすかった」｢若者

や女性が参加しやすいような工夫をしていきたい」

など、積極的な地域づくりへの意気込みが多く聞か

れました。

・自分たちの取組みを自分たちで決める

・課題の把握・整理ができる

・課題の優先の順位をつけられる

・次世代に思いを形にして残せる

・役員が交代しても活動が継続できる
など

町内会びじょん策定のメリット

町内会びじょんの例

この３つの柱を支える活動を一部紹介します。

③ 除雪サービスの様子
（舟形町高齢者世帯等
　除雪サービス事業）

1

1 3

2

3

1
2

3
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最上小国川と圃場（舟形字道袋）

は え ぬ き

つ　や　姫

コシヒカリ

1位

2位

3位

／

／

／

545.39ha

85.76ha

38.62ha

主食用品種（うるち米）の作付面積
（令和5年9月現在）

㈱大場惣吉商店
代表取締役
大場  宗一さん

稲刈り（富田字富田）

　ま
た
、
町
内
の
生
産
者
に
は
、

最
上
地
区
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
、
お
い
し
い
米
の
審
査
会
な

ど
で
受
賞
し
た
方
も
い
て
、
こ

だ
わ
り
の
米
が
生
産
さ
れ
て
い

ま
す
。

　さ
ら
に
、
平
成
２７
年
度
に
は

ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し

て
送
付
し
た
米
の
量
が
全
国
１

位
と
な
り
ま
し
た
。

　舟
形
町
の
水
田
は
、
豊
か
な
自
然
環

境
の
恩
恵
を
受
け
な
が
ら
、
代
々
大
切

に
守
ら
れ
、
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

後
継
者
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
中
で

も
、
現
在
も
米
を
つ
く
り
続
け
る
生
産

者
の
み
な
さ
ん
が
い
る
か
ら
こ
そ
、
お

い
し
い
舟
形
の
米
が
生
ま
れ
ま
す
。

　ま
た
、
お
い
し
い
米
に
は
精
米
も
重

要
で
あ
る
た
め
、
弊
社
で
は
高
性
能
精

米
機
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
特
に
粒
感

を
重
視
し
た
精
米
を
行
い
、
米
の
食
感

を
引
き
出
し
て
い
ま
す
。

大
場
惣
吉
商
店
代
表
取
締
役

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　舟
形
産
の
米
は
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
と
し
て
も
多
く
の
方
に
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。
レ
ビ
ュ
ー
を
見
る
と
、
親
戚

や
友
人
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
選
ぶ

方
や
、
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
生
産
者

を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
愛
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。
ま
た
、
新
鮮
な
お
米
を
素
早

く
お
届
け
す
る
こ
と
も
常
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
返
礼

　舟
形
町
は
四
季
の
変
化
が
鮮
や

か
で
、
冬
に
降
る
雪
は
山
間
部
に

た
く
わ
え
ら
れ
、
や
が
て
豊
か
な

湧
き
水
と
な
っ
て
水
田
に
注
ぎ
ま

す
。
肥
沃
な
土
壌
に
加
え
、
年
間

・
昼
夜
の
温
度
差
が
大
き
い
こ
と

か
ら
、
稲
作
に
は
最
適
な
条
件
を

備
え
た
土
地
だ
と
い
え
ま
す
。

　町
全
体
の
水
稲
作
付
面
積
は
８

８
９.

８
７
ha
（
令
和
５
年
９
月
現

在
）
で
町
の
農
業
の
基
幹
作
物
で

す
。
現
在
、「
は
え
ぬ
き
」
を
主

力
と
し
、
つ
や
姫
・
ひ
と
め
ぼ

れ
・
コ
シ
ヒ
カ
リ
・
雪
若
丸
な
ど

を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　舟
形
町
の
「
米
づ
く
り
」
は
４

月
中
旬
の
種
ま
き
、
育
苗
か
ら
始

ま
り
、
田
を
耕
す
耕
起
と
水
を
入

れ
て
の
代
か
き
を
行
な
っ
た
後
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
過
ぎ
に
田

植
え
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、

様
々
な
気
候
の
変
化
の
中
、
生
産

者
は
水
の
管
理
や
除
草
、
生
育
に

合
わ
せ
施
肥
、
害
虫
や
病
気
の
防

除
と
い
っ
た
管
理
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り

の
こ
ろ
に
は
、
い
よ
い
よ
稲
刈
り

が
始
ま
り
、
乾
燥
・
籾
摺
な
ど
を

経
て
、
生
産
者
が
丹
精
込
め
て
つ

く
っ
た
「
新
米
」
が
み
な
さ
ん
の

食
卓
に
並
び
ま
す
。

　町
の
生
産
者
の
米
づ
く
り
が
評

　おいしい米を安定的につく

るためには、農業者の担い手

の確保が必要だと考えます。

私も富長地区の担い手の一人

として、これからも水田面積

などの拡大をし、農業の魅力

を若い世代に伝えていきたい

です。そのようなことからも、

町でも支援している東北農林

専門職大学の隣地実務実習と

しても協力していく予定です。

＜富長地区＞

▼地区の作付面積／379.77ha
▼認定農業者数／53名

加藤　陽介さん（富田第２）

価
さ
れ
、
平
成
２７
年
に
は
富
田
地

内
で
つ
く
ら
れ
た
つ
や
姫
が
宮
中

行
事
の
新
嘗
祭
に
献
納
さ
れ
、
高

い
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　町
全
体
の
水
稲
作
付
面
積
の
う

ち
５
４
５.

３
９
ha
と
６
割
以
上
を

占
め
る
の
が
「
は
え
ぬ
き
」
で
す
。

収
量
・
品
質
が
安
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
舟
形
町
の
主
力
品
種
で

も
あ
り
ま
す
。

　米
粒
の
張
り
が
し
っ
か
り
し
て

い
て
粘
り
も
あ
り
、
歯
ご
た
え
が

良
く
、
噛
む
ほ
ど
に
旨
み
・
甘
み

が
口
の
中
に
広
が
り
ま
す
。
食
べ

飽
き
な
い
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ
や
、

毎
年
変
わ
ら
な
い
安
定
し
た
品
質

も
特
徴
で
す
。

　舟
形
町
の
学
校
給
食
で
児
童
生

徒
に
提
供
さ
れ
て
い
る
米
も
主
に

は
え
ぬ
き
で
子
ど
も
た
ち
の
元
気

の
源
で
す
。

舟
形
町
の
米
づ
く
り

舟
形
産
「
は
え
ぬ
き
」

ふながたの「お宝」。
舟形町のもの、人、場所などをシリーズで
紹介します。第６弾は「米」です。

豊
か
な
自
然
が
育
む「
米
」

も
み
す
り

に
い
な
め
さ
い

　米とともにトマトなどの園

芸作物も栽培しながら安定的

な経営を目指しています。こ

れから収穫の最盛期を迎えま

すが、たくさんの方に舟形の

おいしい米を食べてほしいで

す。米は機械経費が多くを占

めるので、国などの補助事業

を活用しながら、おいしい米

をつくる体制を整えていきま

す。また、若手農業者として

地域の農業を支えていきたい

です。

＜舟形地区＞

▼地区の作付面積／231.60ha
▼認定農業者数／21名

渡辺　忠洋さん（紫山）

　おいしい米をつくるために

稲の生育管理に衛星データを

利用しています。この取組み

は全国的にも珍しいもので、

ＰＲなど情報発信に力を入れ

る必要があると思います。労

働生産費の削減や、品質の均

一化や品質向上・収量増加に

結びつく取組みなので、どん

どん利用者が増えていくと嬉

しいです。

＜長沢地区＞
生産者の声

▼地区の作付面積／181.62ha
▼認定農業者数／16名

叶内　公直さん（長沢第２）

　堀内地区は、中山間地域で

条件不利地が多く、さらに担

い手の減少が急速に進むなど

していますが、舟形町のおい

しい米を生産する重要な農地

です。このような中で、米と

合わせてそばなどの作物を栽

培することや農業の法人化な

どにより、地域の農業者と力

をあわせ、持続可能な農業を

目指していきたいです。

＜堀内地区＞

▼地区の作付面積／96.88ha
▼認定農業者数／14名

※認定農業者数は令和５年８月現在

加藤　嘉久さん（堀内）
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舟形町ではホームページを開設しています。

なかでも「Ｏｈ！ Ｎｅw  Ｎｅw  Ｎｅws」は新鮮な情報が満載。

▼舟形町ＨＰ  https://www.town.funagata.yamagata.jp

 
９
月
３
日
、
舟
形
本
町
地
区
地
域
づ

く
り
協
議
会
合
同
防
災
訓
練
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
大
地
震
を
想
定
し
た
防
災

訓
練
で
、
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
や
安

否
確
認
お
よ
び
避
難
誘
導
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。

 

舟
形
本
町
地
区
地
域
づ
く
り
協
議
会

（
会
長

　沼
澤
靖
浩
さ
ん
【
舟
形
第
４

町
内
会
長
】
）
は
、
舟
形
第
１
・
３
・
４

町
内
会
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
伝
統
行

事
の
継
承
や
各
町
内
会
が
抱
え
る
課
題

の
解
決
に
向
け
、
連
携
し
て
話
し
合
い

や
取
組
み
を
行
な
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

 

実
践
的
な
訓
練
と
し
て
、
協
議
会
と

町
職
員
合
同
で
の
避
難
所
開
設
・
運
営

訓
練
を
実
施
し
、
避
難
所
で
の
役
割
や

物
品
、
手
順
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
実
際
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
テ
ン
ト

を
設
置
す
る
な
ど
の
実
演
も
行
い
ま
し

た
。　訓

練
後
の
講
評
の
中
で
鏡
副
町
長
は
、

「
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
訓
練
こ
そ
が

最
大
の
防
御
策
で
す
」
と
話
し
、
各
自

の
防
災
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
共

助
の
行
動
を
確
認
で
き
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　８
月
２１
日
、
町
と
㈱
小
野
商
会
ウ
ォ

ー
タ
ー
ネ
ッ
ト
山
形
月
山
で
災
害
時
に

お
け
る
飲
料
水
の
提
供
に
関
す
る
協
定

締
結
式
が
行
わ
れ
、
同
社
の
庄
司
幸
雄

代
表
取
締
役
社
長
と
町
長
が
協
定
書
に

署
名
し
ま
し
た
。
大
規
模
災
害
が
発
生

し
た
際
、
町
の
要
請
に
応
じ
て
ウ
ォ
ー

タ
ー
サ
ー
バ
ー
１０
台
と
飲
料
水
ボ
ト
ル

１２
リ
ッ
ト
ル
入
り
１
０
０
本
を
無
償
で

提
供
さ
れ
ま
す
。
災
害
時
の
避
難
所
や

被
災
者
へ
の
飲
料
水
の
提
供
は
、
必
要

不
可
欠
な
も
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
町
民

の
安
全
・
安
心
の
た
め
の
備
え
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

災
害
時
に
お
け
る
飲
料
水
の

提
供
に
関
す
る
協
定
締
結
式

　９
月
１４
日
、
今
年
数
え
で
１
０
０
歳

を
迎
え
ら
れ
た
佐
藤
キ
ク
エ
さ
ん
（
太

折
）
へ
、
町
か
ら
長
寿
の
お
祝
い
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　佐
藤
さ
ん
は
現
在
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
利
用
し
な
が
ら
、
自
宅
で
家
族
と
一

緒
に
暮
ら
し
さ
れ
て
お
り
、
好
き
嫌
い

な
く
な
ん
で
も
食
べ
ら
れ
、
健
康
状
態

は
良
好
と
の
こ
と
で
す
。

　こ
の
制
度
は
、
長
寿
を
祝
福
す
る
た

め
数
え
１
０
０
歳
に
な
っ
た
町
に
お
お

む
ね
５０
年
以
上
住
ん
で
い
る
方
に
お
祝

い
金
と
賀
詞
を
贈
る
も
の
で
す
。
ま
す

ま
す
の
ご
長
寿
を
お
祈
り
し
ま
す
。

舟
形
本
町
地
区
地
域
づ
く
り

協
議
会
合
同
防
災
訓
練

佐
藤
キ
ク
エ
さ
ん

長
寿
褒
章

　８
月
２７
日
、
一
の
関
大
橋
河
川
敷
で
、

舟
形
中
学
校
の
生
徒
と
町
職
員
を
対
象

に
鮎
釣
り
体
験
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
講
座
は
、
鮎
釣
り
を
と
お
し

て
郷
土
愛
の
醸
成
と
文
化
の
継
承
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
町
と
最
上
小
国

川
清
流
未
来
振
興
機
構
の
共
催
、
ま
た

小
国
川
漁
業
協
同
組
合
、
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
ち
ゃ
っ
か
屋
、
㈱
が
ま
か
つ
の
協
賛

を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た

浅
沼
恵
太
さ
ん
（
舟
形
中
３
年
）
は

「
川
で
の
釣
り
は
気
持
ち
良
い
。
鮎
を

釣
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

鮎
釣
り
体
験
講
座

　
多
年
に
わ
た
り
地
域
安
全
活

動
に
尽
力
し
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
対
し

て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
真
智
子
氏
（
長
尾
）

県
防
犯
協
会
連
合
会
長

県
警
察
本
部
長
表
彰

　
８
月
24
日
、
猿
羽
根
山
相
撲

場
で
さ
ば
ね
山
相
撲
大
会
が
行

わ
れ
、
舟
形
小
学
校
の
５
・
６

年
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

奉
納
さ
ば
ね
山
相
撲
大
会

　
ほ
ほ
え
み
保
育
園
は
日
本
赤

十
字
に
15
年
間
加
盟
し
、
資
源

回
収
や
自
然
体
験
な
ど
の
活
動

を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。

ほ
ほ
え
み
保
育
園
に

日
本
赤
十
字
銀
色
有
功
章

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

地
域
貢
献
活
動

障
が
い
者
差
別
解
消
等
に
係
る

理
解
を
深
め
る
た
め
の
研
修
会

　９
月
９
日
、（
公
社
）
新
庄
最
上
地
域

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
班
長
の
阿
部

孝
行
さ
ん
（
西
堀
）
を
中
心
と
し
た
舟

形
班
の
１２
名
の
み
な
さ
ん
よ
り
、
地
域

貢
献
活
動
と
し
て
老
人
い
こ
い
の
家

「
清
流
荘
」
の
草

刈
り
を
行
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
作
業
は
、
毎
年

行
な
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　８
月
２２
日
、
町
職
員
約
３０
名
が
福
井

県
立
大
学
教
授
の
佐
野
治
氏
に
よ
る
研

修
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
研
修
は

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
み
を

行
う
上
で
、
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
の

禁
止
や
、
合
理
的

配
慮
の
提
供
な
ど
、

障
が
い
を
持
つ
方

へ
の
理
解
を
よ
り

深
め
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

県
知
事
・

県
教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰

セ
ー
ブ
メ
デ
ィ
ア
週
間

　舟
形
町
教
育
委
員
の
木
島
広
人
さ
ん

（
洲
崎
）
が
、
令
和
５
年
度
山
形
県
知

事
・
山
形
県
教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　木
島
さ
ん
は
町
教
育
委
員
と
し
て
１０

年
の
長
き
に

わ
た
り
、
町

教
育
行
政
の

発
展
に
大
き

く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　８
月
２８
日
〜
９
月
３
日
、
の
セ
ー
ブ

メ
デ
ィ
ア
運
動
期
間
に
あ
わ
せ
、
高
橋

遥
真
さ
ん
（
舟
形
小
６
年
）
が
防
災
無

線
で
呼
び
か
け
ま
し
た
。「
こ
の
期
間

に
メ
デ
ィ
ア
と
接
す
る
時
間
を
減
ら
し
、

１
分
で
も
長

く
学
習
に
あ

て
た
い
」
と

意
気
込
み
を

話
し
て
い
ま

し
た
。

町内から中央公民館への避難

プライバシーテント設置の実演



広報ふながた　R5.9 14広報ふながた　R5.915

まちづくり課 企画調整係
☎（32）0104

まちの話題、疑問、質問、提言、意見のほか、会員募集やイラストなど何
でも結構です。広報紙上でできるだけ紹介します。

kikakupr@town.funagata.yamagata.jp

　新
庄
ま
つ
り
の
山
車
づ
く
り
を
し
て
み

た
い
と
話
し
た
と
こ
ろ
、
沼
澤
洋
一
さ
ん

（
一
の
関
）
が
代
表
を
つ
と
め
る
馬
喰
町

若
連
の
み
な
さ
ん
が
快
く
受
け
入
れ
て
く

だ
さ
り
、
約
２
ヵ
月
の
間
、
製
作
の
手
伝

い
に
携
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
色

塗
り
か
ら
紙
貼
り
、
し
め
縄
づ
く
り
ま
で

様
々
な
体
験
を
し
ま
し
た
。
今
回
の
山
車

は
な
ん
と
、
舟
形
町
の
「
義
経
舟
形
伝

説
」
が
題
材
と
な
っ
て
い
て
、
義
経
や
弁

慶
だ
け
で
な
く
猿
羽
根
山
地
蔵
尊
や
一
の

関
の
関
所
な
ど
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

山
車
の
背
面
に
は
縄
文
の
女
神
も
配
置
さ

れ
て
い
て
、
舟
形
町
へ
の
愛
が
込
め
ら
れ

た
と
て
も
珍
し
い
山
車
と
な
り
ま
し
た
。

　何
も
か
も
が
初
め
て
の
経
験
で
、
山
車

づ
く
り
に
参
加
す
る
た
び
に
刺
激
を
受
け

ま
し
た
。
親
か
ら
子
へ
と
代
々
受
け
継
が

れ
て
い
る
ま
つ
り
な
の
だ
な
と
い
う
こ
と

を
感
じ
、
み
な
さ
ん
の
ま
つ
り
に
対
す
る

思
い
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　２５
日
に
は
、
み
な
さ
ん
と
山
車
を
引
き

ま
し
た
。
新
庄
駅
前
の
通
り
が
人
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、
来
客
の
多
さ
に
た
い
へ
ん
驚

き
ま
し
た
。

　１
年
目
か
ら
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　新
庄
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
あ
す
ラ

ジ
の
「
ラ
ジ
お
こ
し
協
力
隊
」
に
出
演
中

（
毎
週
金
曜

　午
後
６
時
〜
７
時
放
送
中
）

　今
月
の
仙
台
弁
講
座

「
舟
形
町
に
、
ま
た
ご
ざ
い
ん
」

（
舟
形
町
に
ま
た
来
て
ね
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

佐
藤

　浩
二

▼
問
い
合
わ
せ
／

　舟
形
町
ま
ち
づ
く
り
課
地
域
支
援
係

　☎
（
３２
）
０
１
０
４

〜
地
域
お
こ
し
協
力
隊
コ
ラ
ム
〜

舟
形
見
聞
録第６

話

「
初
め
て
の
新
庄
ま
つ
り
」

インスタグラムは
こちら

【問い合わせQR】

○７月２３・２４日に実施された県中総体の結果は次のとおりです。

斎　藤　榛　人

早　坂　颯　真

丹　　　京　音

加　藤　登　生

柴　田　侍　我

加　藤　日　胡

長　濱　良　太

平　賀　桃　花

八　鍬　美　穂

八　鍬　美　穂

飯　野　　　倖

ベスト１６

ベスト１６

第１位

予選３組第３位

第１７位

予選２組第８位

１回戦敗退

第２位

第１１位

第１２位

１回戦敗退

男子個人

男子個人

女子共通砲丸投げ

男子共通４００ｍ

１年男子１５００ｍ

女子共通２００ｍ

男子個人

女子個人

女子５０ｍ自由形

女子１００ｍ自由形

女子個人

ソフトテニス

陸　　上

柔　　道

水　　泳

剣　　道

名　　前 結　　果種　　目競　　技

丹　　　京　音

平　賀　桃　花

第１３位

１回戦敗退

女子砲丸投げ

女子個人

陸　　上

柔　　道

名　　前 結　　果種　　目競　　技

○８月９日に実施された東北大会の結果は次のとおりです。

躍動！チーム舟中！！躍動！チーム舟中！！

○８月２４日に行われた奉納さばね山相撲大会の結果は次のとおりです。

３年生以下については、東西にわかれて個人戦を行いました。

○９月１日に行われた舟形小学校相撲大会の結果は次のとおりです。

【４年生　トーナメント戦】

女子　優　勝　佐藤愛莉沙
　　　準優勝　沼澤　小夏
　　　第３位　浅沼　新菜・菊地　美陽

学年別男子個人戦

男子　優　勝　中島　悠斗
　　　準優勝　伊東　大蔵
　　　第３位　加藤　翔大
　　　　　　　中島　祷李
女子　優　勝　髙橋　弥桜
　　　準優勝　八鍬　奈菜
　　　第３位　五十嵐結奈
　　　　　　　西塚　愛丹

【５年生】

男子　優　勝　進藤　元心
　　　準優勝　野尻　煌月
　　　第３位　高橋　遥真
　　　　　　　豊岡　七綺
女子　優　勝　伊藤　虹花
　　　準優勝　阿部　きい
　　　第３位　沼澤　柚月
　　　　　　　信夫　結衣

【６年生】 【北の湖杯】
　優　勝　野尻　煌月
　準優勝　進藤　元心
　第３位　伊東　大蔵
　　　　　中島　悠斗

【女神杯】
　優　勝　伊藤　虹花
　準優勝　髙橋　弥桜
　第３位　八鍬　奈菜
　　　　　阿部　きい

男子　優　勝　矢口　遼馬
　　　準優勝　佐藤　琉維
　　　第３位　斎藤　　奏・野尻　紫恩

奉納さばね山相撲大会・舟形小学校相撲大会結果

令和５年度に実施した

をご紹介します「宝くじコミュニティ助成事業」

　（一財）自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業として、コミュニ

ティ活動に必要な備品や集会施設の整備など、地域のコミュニティ活動の充

実・強化を図ることを目的に、自治会などへの助成事業を行なっています。

今年度は、一般コミュニティ助成事業で舟形本町地区地域づくり協議会が採

択されました。

　舟形本町地区地域づくり協議会は、地域づくりの話し合いや活動、病送り

や祭りといった伝統行事をとおして、コミュニケーションの機会を共有しな

がら、町内の活性化、運営の円滑化に関する活動を行なっています。

　本事業を活用し、活動の周知のため資料やチラシなどを作成するコピー機

を設置し、また経年劣化により損傷している祭りなどの道具を更新しました。

【整備用品】
　カラー複合機１台、拡声器２個、折りたたみ式リヤカー１台、発電機１台、
LED投光器１台、プロジェクター１台、ワイドスクリーン１台、スピーカー
１台、テント１張り、除湿機１台、半長尺鯉口シャツ40着、本坪鈴５寸４個、
桶型八寸提灯４個
▼問い合わせ／舟形町まちづくり課地域支援係　☎（３２）０１０４

舟形本町地区地域づくり協議会

舟形町を題材とした ｢義経舟形伝説｣

馬喰町若連の山車と､沼澤洋一さん（代表）
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新
刊
書
の
紹
介

（
舟
形
町
中
央
公
民
館
図
書
室
）

いもさいばん
文／きむら　ゆういち
絵／たじまゆきひこ

図書室にない本も
借りることができます
お探しの本がない場合、
中央公民館をとおして山
形県立図書館の資料を借
りることができます。詳
しくは中央公民館にご相
談ください。

町中央公民館図書館
蔵書数 9,464冊
（令和５年８月時点）

　お
じ
い
さ
ん
が
大
切
に
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
が
盗
ま

れ
た
。
ど
ろ
ぼ
う
は
い
っ
た
い
誰
だ
ろ
う
。
同
じ
自
然

の
中
の
人
間
と
動
物
た
ち
。
一
緒
に
生
き
る
た
め
に
大

切
な
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

国
の
賞
受
け
る
と
は
我
知
ら
ず

教
え
子
等
花
束
も
ち
来
た
り
て
卒
業
以
来
の
顔
合
わ
す

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　和

　夫
（
西

　
　堀
）

　
千
風
会
【
残
暑
を
生
き
る
】

今
も
ま
た
あ
で
や
か
な
花
よ
り
野
花
好
き

四
季
折
々
の
け
な
げ
な
粧
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　弘

　子
（
新
　庄
　市
）

事
故
死
せ
し
母
の
姿
を
追
ひ
求
め

国
道
（
１３
号
）
を
さ
ま
よ
ほ
子
熊
よ
哀
し

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　渡

　辺

　幸

　子
（
紫

　
　山
）

夕
ぐ
れ
も
残
暑
き
び
し
き
日
々
な
れ
ど

そ
こ
は
か
と
す
で
に
コ
オ
ロ
ギ
鳴
き
始
む

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　森

　
　
　勝

　広
（
舟
形
第
四
）

草
刈
り
の
苦
労
の
証
砥
石
の
減
り

は
び
こ
る
雑
草
は
ね
と
ぶ
イ
ナ
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　畠

　山

　ひ
ろ
み
（
木

　
　友
）

最
上
川
残
暑
に
ぬ
る
み
月
映
し

岸
辺
ゆ
っ
た
り
蛍
火
ゆ
ら
り

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　
　
　
　小

　野

　光

　子
（
真
　木
　野
）

夕
顔
の
白
き
大
輪
宵
の
畠

た
だ
一
と
夜
の
命
満
月
わ
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
鶴
陽
）（
舟
形
第
四
）

蟇
が
へ
る
大
き
く
ゆ
っ
た
り
迫
り
く
る

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　畠

　山

　広

　風
（
ひ
ろ
み
）（
木

　友
）

メ
ダ
カ
た
ち
泳
ぎ
も
に
ぶ
し
残
暑
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　小

　野

　光

　風
（
光
子
）（
真
　木
　野
）

蛍
火
や
消
へ
ゆ
く
わ
び
し
百
姓
家

　
　
　
　
　
　
　
　千
風
会

　
　沼

　澤

　千
鶴
子
（
千
岳
）（
舟
形
第
四
）

短

　歌

い
で
湯
宿
地
酒
の
そ
へ
し
鮎
御
前

　
　
　
　
　
　
　
　木
瓜
の
花
の
会

　
　佐

　藤

　孝

　子
（
舟
形
第
二
）

向
日
葵
の
し
ば
し
う
な
だ
れ
風
あ
そ
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　大

　場

　小
夜
子
（
内

　
　山
）

熱
闘
の
球
児
の
汗
や
土
拾
う

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　佐

　藤

　昭

　子
（
長
沢
第
一
）

寺
門
の
大
樹
仰
げ
ば
蝉
の
声

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　柏

　木

　伸

　子
（
長
沢
第
三
）

彦
星
や
逢
た
き
人
は
遠
す
ぎ
て

　
　
　
　
　
　
　
　長
沢
俳
句
会

　
　
　髙

　橋

　ふ
き
子
（
長
沢
第
三
）

秋
夜
長
線
路
工
事
や
話
し
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　真

　見

　七

　生
（
舟
形
第
四
）

青
い
空
秋
桜
見
つ
つ
遊
歩
道

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　永

　沢

　幸

　男
（
光
　生
　園
）

空
見
れ
ば
自
由
気
ま
ま
な
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　伊

　藤

　貴

　子
（
光
　生
　園
）

窓
開
け
る
涼
し
い
風
と
虫
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　五

　島

　
　
　健
（
光
　生
　園
）

梨
の
み
の
た
わ
わ
に
実
る
わ
が
宿
に

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　岸

　
　
　麻
理
子
（
光
　生
　園
）

鈴
虫
や
愛
を
求
め
て
泣
き
ど
お
す

　
　
　
　
　
　
　
　四
季
倶
楽
部

　
　
　奥

　山

　早
知
子
（
光
　生
　園
）

草
も
木
も
少
し
窶
れ
て
秋
に
入
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　興

　
　
　珠

　子
（

　　野
　

　）

仰
ぎ
見
る
野
風
呂
に
舞
ふ
や
赤
と
ん
ぼ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井

　上

　淳

　子
（
ロ
ー
マ
市
）

満
月
に
佇
み
虫
の
声
を
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　井

　上

　
　
　笑
（
ロ
ー
マ
市
）

　山
形
銘
柄
米
詠
込
み
三
つ
物
連
句

つ
や
姫
に
ひ
と
め
ぼ
れ
し
て
は
な
の
舞

　山
形
は
え
ぬ
き
秋
ど
ま
ん
な
か

雪
若
丸
歩
み
し
軌
跡
偲
ぶ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　北
陽
社

　
　井

　上

　玲

　虹
（

　　野
　

　）

　付
合
句

そ
よ

く
と
風
は
青
葉
を
ゆ
ら
し
行
く

　菅 

喜
代
美
（
最
上
町
）

　小
枝
を
と
ら
へ
眠
る
空
蝉

　
　
　
　
　井
上 

玲
虹
（

　野

　）

俳

　句

　
秋
分
の
日
に
は
お
は
ぎ
を
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
が
、

小
豆
の
赤
に
は
邪
気
を
払
う
効
果
が
あ
る
と
し
て
先
祖
に

供
え
ら
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
小
豆
に
は
糖
質
や
脂
質
の
代
謝
を
促
す
サ
ポ
ニ
ン
が
多

く
含
ま
れ
て
お
り
、
中
性
脂
肪
の
増
加
を
防
ぎ
、
ま
た
血

糖
値
の
上
昇
を
抑
制
す
る
働
き
が
期
待
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
／
食
育
・
地
産
地
消
推
進
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）０
９
４
７

▼
問
い
合
わ
せ
／
舟
形
町
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
　
　
☎（
３２
）２
３
７
９

こ
の
事
業
は
、ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
て
い
ま
す

お
は
ぎ

秋
分
９
月
23
日
〜
10
月
７
日

し
ゅ
う
ぶ
ん

●
材
料
（
20
個
分
）
　

も
ち
米（
炊
飯
後
に
蒸
ら
す
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
合

水
　
　
　
　
　
　
６
５
０
ml

小
豆
　
　
　
　
　
３
カ
ッ
プ

砂
糖
　
　
　
　
　
３
０
０ｇ

塩
　
　
　
　
　
　
　
　
少
々

　
太
陽
が
真
東
か
ら
上
り
真
西
に
沈
み
、
昼
と

夜
の
長
さ
が
同
じ
に
な
る
日
の
こ
と
。

第17話

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
コ
チ
ラ

▼
現
在
の
職
業
は
？ 

　
大
学
生

▼
自
分
を
一
言
で
言
う
と
？

　
優
し
い
性
格

▼
夢
は
？

　
１
人
で
も
多
く
の
人
を
笑
顔
に
で
き
る
人
に

　
な
り
た
い
。

▼
趣
味
は
？ 

　
風
景
写
真
の
撮
影
と
読
書

▼
舟
形
町
の
良
い
と
こ
ろ
は
？ 

　
最
上
小
国
川
と
山
々
の
美
し
さ

▼
10
年
後
の
舟
形
町
は
？ 

　
今
と
変
わ
ら
ぬ
美
し
い
景
観
が
残
っ
て
い
た

　
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

▼
尊
敬
す
る
人 

　
家
族

▼
祝
賀
式
を
終
え
て
一
言

　
遠
く
離
れ
て
い
て
も
応
援
し
て
く
れ
て
い
る

　
家
族
や
友
人
に
感
謝
し
、
そ
れ
に
恥
じ
ぬ
よ

　
う
に
よ
り
一
層
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

八
鍬 

和
奈
さ
ん
（
紫
山
）

か
ず 

な

男
女
計
世帯

人口と世帯（8/31現在）
：2,354人
：2,445人
：4,799人
：1,834世帯

（－2）
（－2）
（－4）
（－2）

男
女
計

選挙人名簿登録者数（9/1現在）
：2,061人
：2,155人
：4,216人

（  ）は前月比

Ｖol.17

二
十
歳
の
祝
賀
式
を
迎
え
ま
し
た
！

10月の納期
●固定資産税 第３期
●町県民税 第３期
●介護保険料 第４期

※10月31日（火）まで忘れずに納付しましょう。

○７月のタバコ税は2,178,048円
○10月の舟形若あゆ温泉の休館日は11日（水）

に
っ
ぽ
ん
い
ち

ぼくはあと何回、満月を
見るだろう
著／坂本龍一

　命
が
尽
き
る
そ
の
瞬
間
ま
で
、
新
た
な
曲
を
作
り
た

い
。
世
界
的
音
楽
家
で
あ
る
著
者
の
、
最
晩
年
ま
で
の

足
跡
を
未
来
に
遺
す
決
定
的
自
伝
。
坂
本
龍
一
氏
の
最

期
の
日
々
を
つ
づ
っ
た
、
鈴
木
正
文
氏
に
よ
る
書
き
下

ろ
し
原
稿
も
収
録
。

　
８
月
31
日
に
、
小
・
中
学
校
で
、
き
ゅ
う
り

生
産
者
の
豊
岡
美
香
さ
ん（
ベ
ジ
タ
ブ
ル
NO.
１
）

よ
り
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら

の
収
穫
作
業
や
、
星
型
や
ハ
ー
ト
型
の
き
ゅ
う

り
の
作
り
方
を
お
話
い
た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち

も
興
味
深
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。

10
月
の
食
育
・
地
産
地
消
デ
ー
は
10
月
21
日（
土
）

●
作
り
方

①
小
豆
に
対
し
５
〜
６
倍
の
水
で
煮
て
、
沸
騰
後

　
４
〜
５
分
で
水
を
足
し
、
ゆ
で
汁
を
捨
て
る
。

②
①
に
５
倍
ほ
ど
の
水
を
加
え
、
弱
火
で
あ
く
を

　
取
り
な
が
ら
煮
る
。
小
豆
の
し
わ
が
伸
び
た
ら

　
ゆ
で
汁
を
捨
て
、
好
み
の
硬
さ
ま
で
火
に
か
け

　
な
が
ら
、
砂
糖
を
２
〜
３
回
に
わ
け
加
え
、
最

　
後
に
塩
を
加
え
る
。

③
も
ち
米
を
洗
米
後
、
一
晩
水
に
ひ
た
し
、
水
を

　
切
り
、
分
量
の
水
で
炊
飯
す
る
。
も
ち
米
を
す

　
り
こ
ぎ
で
半
付
き
し
粘
り
を
出
す
。
好
み
の
大

　
き
さ
に
丸
め
、
②
の
餡
で
く
る
む
。

あ
ん

よ
そ
ほ

あ
か
し

と 

い
し

へ

は
た

や

ひ
き

し

や
つ
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10月の主な行事予定
読み聞かせ講演会（中央公民館）

町スポーツフェスティバル（町内各地）

町総合防災訓練（長者原公民館周辺）

めがみ学習発表会（舟形小学校）

舟友祭（舟形中学校）

７日

８日

21日

22日

28日

　９
月
９
・
10
日
に
行
わ
れ
た
第

40
回
ふ
な
が
た
若
鮎
ま
つ
り
。
令

和
元
年
の
第
39
回
か
ら
４
年
ぶ
り

と
な
っ
た
通
常
開
催
の
若
鮎
ま
つ

り
は
、
食
欲
を
そ
そ
る
焼
き
鮎
の

香
り
に
包
ま
れ
て
、
久
し
ぶ
り
の

に
ぎ
わ
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　会
場
の
準
備
に
も
行
き
ま
し
た

が
、
立
ち
並
ぶ
店
や
テ
ン
ト
の
風

景
が
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
象
徴
し

て
い
る
よ
う
で
し
た
。 

（
ゆ
う
）

あ
と
が
き

＜令和５年秋以降の新型コロナワクチン接種のお知らせ＞
オミクロン株XBB.1.5対応１価ワクチンの接種（令和5年秋開始接種）を開始します

問い合わせ

対象者

使用するワクチン

新型コロナワクチンの初回接種（※１）を完了し、追加接種を希望する生後６ヵ月以上の方
　※１ 初回接種：12歳以上および５～11歳の方は1・2回目の接種、生後６ヵ月～４歳の方は1～3回目の接種

令和5年秋開始接種に使用するワクチンおよびメーカーは、次のとおりです。

接種期間と会場
▶期間　９月30日（土）～ 12月２日（土）終了予定
　　　　毎週土曜日（一部木曜日あり）【受付】午後１時30分～４時
▶会場　舟形町福祉避難所「てとて」

申込み
・65歳以上
・11歳以下
・12～64歳→『やまがたe申請』およびコロナワクチン専用ダイヤルから申込みください。

順次、接種券と一緒に接種日をご案内します。

申込期間：９・10月分【9月11日～29日】　11・12月分【10月2日～27日】

　65歳以上の方、基礎疾患を有する方には、予防接種法上の努力義務規定が適用されますが、
それ以外の方は努力義務規定は適用されません。ただし、いずれの方についても接種を強制す
るものではありません。本人が納得した上で接種を受けるかを判断してください。

舟形町健康福祉課地域保健係　　　☎（32）0810
新型コロナワクチン専用ダイヤル　☎  0120（567）171
受付時間／午前８時30分～午後５時（土・日・祝日をのぞく）

　町では、集団接種会場において現在流行しているオミクロンXBB.1系統株に対応したワクチンの接種
（令和５年秋開始接種）を開始します。接種により中和抗体価の上昇等が期待されることから、重症化
予防効果はもとより、発症予防効果の向上が期待されると考えられています。

オミクロン株対応 XBB.1系統株対応の1価ワクチン
ファイザー（小児用）
モデルナ（小児用）

ファイザー
（乳幼児用）

ファイザー
モデルナ

5～11歳 生後６ヵ月～4歳12歳以上
ワクチンの種類

メーカー

年　　齢


